
第
76
回 

 

卒
業
式 
挙
行 

 
 

 

  

３
月
２
日
䥹
土
䥺
䣍
や
や
肌
寒
い
中
で
も

晴
天
に
恵
ま
れ
䣍
令
和
５
年
度
第
76
回
卒

業
式
䥹
第
81
期
生
䥺
が
挙
行
さ
れ
䣍
306
名

の
卒
業
生
が
本
校
を
旅
立
ち
ま
し
た
䣎 

卒
業
䣍
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
䣎 

コ
ロ
ナ
禍
後
䣍
４
年
ぶ
り
に
従
来
通
り

の
形
態
で
䣍
都
議
会
議
員
䣍
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
䣍

同
窓
会
会
長
な
ど
来
賓
の
方
々
の
ご
臨

席
䣍
ま
た
500
名
を
超
え
る
保
護
者
の
方
々

の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
䣎 

䥹
卒
業
証
書
授
与
䥺 

 

䥹
校
長
式
辞
䥺 

 
 

卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
た
卒
業
生
た

ち
は
䣍
校
長
式
辞
の
中
に
あ
䣬
た
䣓
評
論

家
で
は
な
く
䣍
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る

実
践
者
と
な
䣬
て
欲
し
い
䣔
と
の
言
葉
な

ど
を
胸
に
䣍
卒
業
ま
た
進
学
後
に
更
な
る

成
長
を
遂
げ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
䣎 

 

 
 

 
 

      

廣
川
苺
香
さ
ん
の
送
辞
䣍
ま
た
松
下
慎

之
介
君
の
答
辞
䥹
そ
れ
ぞ
れ
上
段
写
真
䥺

は
䣍
先
輩
と
後
輩
の
絆
の
強
さ
䣍
自
分
の

成
長
を
支
え
て
く
れ
た
方
々
へ
の
感
謝

の
思
い
䣍
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
の
未
来
に
向
け

た
決
意
が
込
め
ら
れ
䣍
感
動
的
で
し
た
䣎 

 

ま
た
䣍
最
後
の
式
歌
䣕
旅
立
ち
の
日
に
䣖

は
䣍
卒
業
生
に
よ
る
指
揮
及
び
ピ
ア
ノ
伴

奏
が
壇
上
で
行
わ
れ
䣍
高
ら
か
に
斉
唱
さ

れ
ま
し
た
䣎
卒
業
生
の
入
退
場
も
従
来
通

り
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
よ
り
䣍
厳
粛
な
式

典
が
彩
ら
れ
ま
し
た
䣎 

䥹
式
歌
斉
唱
䥺 

 
 

䥹
吹
奏
楽
演
奏
䥺 

 
 

卒
業
式
後
䣍
生
徒
昇
降
口
右
側
䣍
Ｐ
Ｔ

Ａ
作
成
の
掲
示
板
横
で
䣍
記
念
写
真
撮
影

が
列
を
成
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
䣎 

 
 

 

大
学
受
験
結
果
速
報 

国
公
立
大
学
合
格
大
幅
増 

  

３
月
９
日
時
点
で
の
現
役
卒
業
生
の

合
格
国
公
立
大
学
䥹
学
部
䥺
は
左
記
の
通

り
で
す
䣎 

 

＊
総
合
型
選
抜 

東
北
大
䣍
広
島
大
䣍 

北
九
州
市
立
大 

は
掲
載
済 

 

＊
一
般
選
抜 

䥹
発
表
順
䥺 

  

前
橋
工
科
大 

工 

 

埼
玉
県
立
大 

保
健
医
療 

 

島
根
大 

 
 

総
合
理
工 

 

諏
訪
東
京
理
科
大 

工 

 

会
津
大 

 
 

コ
ン
ピ
䣻
䤀
タ
理
工 

 

岩
手
大 

 
 

農 

 

埼
玉
大 

 
 

理 

２
名 

 

埼
玉
大 

 
 

教
育 

 

信
州
大 

 
 

工 

 

山
梨
大 

 
 

工 

 

富
山
大 

 
 

工 

 

高
知
大 

 
 

農
林
海
洋 

 

茨
城
大 

 
 

理 

 

茨
城
大 

 
 

農 

 

青
森
公
立
大 

経
済
経
営 

 

東
京
都
立
大 

健
康
福
祉 

 

東
京
都
立
大 

法 

 

金
沢
大 

 
 

理
系
一
括 

 

金
沢
大 

 
 

文
系
一
括 

 

合
計
23
名 

 

䥹
昨
年
12
名
䥺 

 

江
北
だ
よ
り 

令
和
５
年
度 

第
11
号 

令
和
６
年 

３
月
14
日 

発
行 

本
校
ホ
勖
ム
ペ
勖
ジ
は 

こ
ち
ら
か
ら 

 

廣川苺香さんによる送辞 

松下慎之介君による答辞 



２
年
生
対
象 

 
主
権
者
教
育
の
実
施 

  

２
月
19
日
䥹
月
䥺
䣍
２
年
生
対
象
の
主

権
者
教
育
を
䣍
足
立
区
選
挙
管
理
委
員
会

及
び
中
央
大
学
法
学
部
学
生
な
ど
の
サ

䤀
ク
ル
の
協
力
を
受
け
䣍
本
校
体
育
館
で

実
施
し
ま
し
た
䣎 

 

ま
も
な
く
18
歳
を
迎
え
る
生
徒
達
が
䣍

選
挙
に
関
す
る
テ
䤀
マ
に
つ
い
て
考
察

し
た
り
実
際
に
模
擬
投
票
を
行
う
こ
と

で
䣍
投
票
権
を
持
つ
際
に
必
要
と
な
る
主

権
者
と
し
て
の
意
識
付
け
を
目
的
と
し

ま
し
た
䣎 

 

生
徒
は
䣍
二
人
の
模
擬
候
補
者
討
論

䥹
䣕
若
者
の
投
票
率
の
向
上
に
つ
い
て
䣖

䦅
投
票
の
義
務
化
の
是
非
䦅
を
テ
䤀
マ
䥺

を
聞
き
䣍
討
論
内
容
に
つ
い
て
デ
䣵
ス
カ

䣹
シ
䣼
ン
し
䣍
模
擬
投
票
を
行
い
ま
し
た
䣎 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

  
 

 

今
回
の
主
権
者
教
育
が
本
校
の
教
科

公
民
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る
䣓
平
和
で
民

主
的
な
社
会
成
者
を
育
成
す
る
䣔
こ
と
に

つ
な
が
る
か
問
わ
れ
ま
す
䣎
中
央
大
学
生

が
最
後
に
強
調
し
て
い
た
よ
う
に
䣓
こ
こ

か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
䣎䣔 

  

１
年
生
有
志
対
象 

 
 
 

歴
史
特
別
授
業 

  

２
月
28
日
䥹
水
䥺
放
課
後
䣍
１
年
生
の

有
志
を
対
象
に
䣍
歴
史
の
特
別
授
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
䣎
ア
プ
リ
を
用
い
て
䣍
歴

史
と
現
代
の
出
来
事
を
結
び
つ
け
る
こ
と

を
テ
䤀
マ
に
䣍
外
部
講
師
の
池
尻
良
平
氏 

(

東
京
大
学
大
学
院
情
報
学
環
客
員
准
教

授)

の
も
と
で
䣍
参
加
生
徒
は
リ
モ
䤀
ト

会
議
で
芝
浦
工
大
付
属
柏
高
校
の
生
徒

と
も
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
䣎 

歴
史
を
現
代
に
応
用
す
る
思
考
や
千
葉

県
有
数
の
進
学
校
生
徒
と
の
交
流
は
䣓
と

て
も
刺
激
に
な
䣬
た
䣔
と
生
徒
は
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
䣎 

  
 

   

１
年
生 

英
語 

 

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル 

 

 

昨
年
度
に
続
き
䣍
１
年
生
全
員
が
冬
季

休
業
中
の
宿
題
と
し
て
䣍
Ｏ
Ｒ
Ｃ
䥹
オ
䣹

ク
ス
フ
䣸
䤀
ド
大
学
出
版
局
英
語
多
読

サ
䤀
ビ
ス
䥺
の
中
か
ら
好
き
な
本
を
１
冊

選
び
そ
の
本
の
紹
介
英
文
を
書
き
ま
し

た
䣎
そ
れ
を
ベ
䤀
ス
に
３
学
期
の
授
業
中

に
２
分
間
の
英
語
に
よ
る
発
表
を
全
員

が
行
い
ま
し
た
䣎 

各
自
䣍
聞
き
手
の
理
解
を
得
ら
れ
る
よ

う
に
䣍
パ
ワ
䤀
ポ
イ
ン
ト
を
作
成
す
る
な

ど
工
夫
が
見
ら
れ
䣍
発
表
者
と
聞
き
手
の

問
答
も
多
く
あ
り
䣍
英
語
に
よ
る
コ
ミ
䣻

ニ
ケ
䤀
シ
䣼
ン
力
を
高
め
る
効
果
が
あ

䣬
た
と
思
わ
れ
ま
す
䣎 

各
ク
ラ
ス
の
優
秀
発
表
者
１
名
䣍
計
８

名
の
生
徒
が
䣍
３
月
11
日
䥹
月
䥺
視
聴
覚

室
に
て
発
表
し
䣍
学
年
主
任
と
Ｊ
Ｅ
Ｔ 

の
先
生
か
ら
の
講
評
も
あ
り
ま
し
た
䣎
英

語
教
育
研
究
推
進
校
と
し
て
今
後
も
注

目
さ
れ
る
取
組
の
一
つ
で
す
䣎䥹
左
発
表
例
䥺 

 
 

 

 
 

 

 
 

  
 

中央大生による模擬候補者討論 

ディスカッションする生徒達 

足 立 区 選 管 マ ス コ

ットエラビー登場 
 

投票用紙受け取り 

 投票用紙記入 
投票箱に投票 

リモート会議で芝浦工大柏高校の生

徒と真剣に意見交換する本校生徒 

（2 階 普通教室にて） 

JET 教員による

講評 


